
＜本年度、工夫できた点・挑戦できた点＞
 　アルミ缶だけでなく、ペットボトルキャップの回収も行ったこと。　

　ＳＤＧｓの取り組みとして行う事で、関心をもってもらうことができた。
　ペットボトルキャップ回収の目標を達成することができた。

報　　告　　書

　・アルミ缶を１００㎏集める。
　・ペットボトルキャップを２０㎏集める。

省資源・省エネルギー推進コース

小豆島町立苗羽小学校

児童会

　苗羽小学校全校児童１０６名によるグループです。中心となって活動するのは５、６年生の
児童会役員６名です。苗っ子はみんな自然豊かな地域が大好きです。豊かな自然を守るた
めに、本年度も、苗っ子みんなでたくさんアルミ缶を集めたいと思います。

　ふるさとの豊かな自然を守るために、できることからはじめよう！

毎週金曜日の朝、児童会役員がアルミ缶を回収しています。今年度は，アルミ缶だけでなく、

ペットボトルキャップも集めることにしました。たくさん回収できるように、前日のお昼の放送で呼

びかけたり、達成感がもてるように、児童会の掲示板で回収状況を知らせたりしました。また、

苗羽小学校では、ＳＤＧｓの取り組みを行っています。校内のＳＤＧｓについての掲示を活用し、

アルミ缶やペットボトルキャップ回収がＳＤＧｓにつながることが分かるようにしました。回収した

アルミ缶やペットボトルキャップは、業者に引き取ってもらい、ユニセフに寄付しています。

アルミ缶は約８０㎏、ペットボトルキャップは約３０㎏回収できました。（２０２３年１月現在）


